
塗装業の皆様からの
　　　　御要望にお応えしました。

〈トリプルメリット〉

①新生瓦·セメント瓦·トタン屋根等
　さまざまな屋根材の上塗として
　使用できます。

②使い勝手の良い1液型です。

③安心と信頼の弱溶剤（塗料用シンナー）
　希釈型です。

高耐候一液速乾アクリルシリコン樹脂オールマイティ屋根用塗料

S u p e r S i l i c o n e R o o f P a i n t



スーパーUV・塗色：コーヒーブラウン

スーパーUV照射時間（h）
促進耐候試験器：スタンダードサンシャインウェザーメータ
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スーパーシリコンルーフペイント

ウレタン系ルーフ

アクリル系ルーフ

光
沢
保
持
率
％

ビーバーレッド ローヤルレッド ミストグリーン

クリーム コーヒーブラウン ナイスブルー ブルー

ホワイト 新ブラウン ブラック モスグリーン

フレッシュグリーン ナスコン グレー マルーン

セピア ネオブラック チョコレート ビスタブラウン

カーボングレー ネオモスグリーン

項目 内容
1 荷姿 14L
2 混合比 －
3 色 標準色（21色）
4 ツヤ あり
5 仕上り感 平滑
6 塗料密度（g／cm3 ） 0.96～1.21
7 有機溶剤種別 第3種有機溶剤
8 労安法上表示有害物 －
9 医薬用外劇物表示 －
10 消防法による危険物区分 第2石油類

スーパーシリコンルーフペイント品質 スーパーシリコンルーフペイント遮熱効果データ
スーパーシリコンルーフペイント品質

注）上記の数値は標準を示すもので、塗色により変動があります。

高耐候一液速乾アクリルシリコン樹脂オールマイティー屋根用塗料

品名・容量：スーパーシリコンルーフペイント／14L　色：標準色21色

1  アクリルシリコン樹脂を用いていますので
2液のポリウレタン樹脂塗料以上の耐候
性・耐久性を保持しています。

2  速乾性で塗装後の結露や降雨による白化が 
おこりにくく、施工時間の延長が可能です。
3 低温時の乾燥性に優れています。

4  一液のため塗料ロスが無く使い勝手に優れています。
5  塗料用シンナーでうすめることができるため、旧塗
膜を侵しません。

6  アクリルシリコン樹脂を用いていますので、従来の
トタン屋根に加え無機質系（セメント系・スレート
系）素材へも適用できます。

特

長

スーパーシリコンルーフペイントは全色遮熱色対応可能です。（シルバー・グラファイト除く）
＜遮熱色は全て調色対応となります。詳しくは弊社営業担当者までご相談ください。＞

色見本

◎塗料の樹脂は下図の通り、
　上のランクほど耐候性が良くなります。

アクリルシリコン

シリコンアルキド他
（無機質系には塗装不可）

他社シリコンルーフ

ウレタン樹脂

アクリル樹脂

耐耐
候候
性性
がが
良良
いい

シリコン樹脂

（アクリルシリコン樹脂系塗料）

◦この色見本帳は、紙に印刷しておりますので、実際の仕上がり色とは多少異なる場合があります。
◦ホワイト色は塗料の特性上、調色を行わずとも遮熱機能を有しております。

10.00
20

30

40

50

60

70

11.00 12.00 13.00 14.00 15.00 16.00
時刻

塗
面
温
度（
℃
）

一般新ブラウン色
遮熱新ブラウン色
気温

S u p e r S i l i c o n e R o o f P a i n t

 試験体
アルミ板～スーパーシリコンルーフペイント

 試験方法
試験体を屋外の日射下に水平
に置き、放射型表面温度計で
塗面温度を測定

耐候性データ



安全・衛生に注意し、正しく製品をご使用いただくために、特に下記の事項を守って下さい。
一般的注意事項
●引火性の液体で火気厳禁です。また、皮ふに付着するとかぶれや薬傷を起こしたり、吸入すると中毒や重
い健康障害を起こす恐れがありますから、取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
取扱い方法
●火気の有るところでは使用しないで下さい。
●取扱作業場所には、局所排気装置を設けて下さい。
●塗装中、乾燥中ともに換気をよくし、蒸気を吸い込まないようにして下さい。
●取扱い中は、できるだけ皮ふに触れないようにし、必要に応じて、有機ガス用防毒マスクまたは送気マス
ク、保護めがね、保護手袋、更に頭巾、長袖の作業衣、えり巻きタオル等を着用して下さい。
●こぼれた時には、砂等を散布した後、布類（ウエス）で拭き取って下さい。塗料の付いた布類や塗料かす、
スプレーダスト等は、必ず水に浸して処理して下さい。
●取扱い後は、洗顔、手洗い、うがい及び鼻孔洗浄を十分に行って下さい。
救急処置
●皮ふに付着した時には、石けん水で洗い落とし、痛みや外傷が生じた時には、医師の診断を受けて下さい。
●目に入った時には、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診断を受けて下さい。
●蒸気やガスを吸って不快な時には、空気の消浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診断を受けて下さい。
火災時の処置
●火災時には、炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いて下さい。
貯蔵保管方法
●完全にふたをし、一定の場所を定めて、子供の手の届かないところに保管して下さい。
廃棄方法
●捨てる時は、産業廃棄物として処理して下さい。
誤使用防止
●本来の目的以外（シンナー遊び等）に使用しないで下さい。
詳細な内容については化学物質等安全データシート（MSDS）をご参照下さい。
関連法規
●労働安全衛生法（特定化学物質等障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則）
●毒物及び劇物取締法。
●消防法。
●廃棄物の処理及び清掃に関する法律。

製品取扱上の注意事項（安全衛生他）
①使用前に充分攪拌して下さい。
②下地調整が不十分だと、塗膜ハクリの要因や、ツヤが出ない等の仕上が
り不良になる場合があります。塗り替えの場合、必ず高圧水洗・ブラシ
等を用いて水洗いを行い、旧塗膜や付着物を除去し、清浄な面にして下
さい。
③高圧水洗後は被塗面を充分に乾燥させて下さい。膨れ・割れ・ハガレ
の原因になります。
④低温（5℃以下）・多湿（湿度85％以上）時の塗装や未乾燥の状態で夜
露にあたると、ツヤ引けを起こす事があります。
⑤他の塗料との混合は避けて下さい。
⑥希釈は必ず塗料用シンナーAで行って下さい。
⑦使用した塗装用具の洗浄にはラッカーシンナーを御使用下さい。
⑧降雨が予想される日の塗装、及び外気温が5℃以下の塗装は避けて下
さい。
⑨エアレスでの塗装の場合、塗装ミストが飛散しないよう、十分な養生を
行って下さい。
⑩高圧水洗を行うと屋根が非常に滑りやすくなりますのでご注意下さい。
⑪高温（40℃以上）低温（－5℃以下）での塗料保存は避けて下さい。

塗装上の注意事項

施
工
場
所

工　程
塗　料 塗付量

（㎏/㎡/回）
標準膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（23℃）

塗装
方法

希釈率
（重量%）処　置

現　

地
1 素地

調整
劣化した旧塗膜やさびは、ワイヤーブラシ・サンドペーパーなどを用いて除去し、ゴミ・
汚れのない清浄な面とする。

現　

地
2 下塗り

ザウルスEX

塗料用シンナーA

0.13

0.17
－ 4時間以上

7日以内

はけ

エアレス

0～10

5～15

現　

地
3 上塗り
（1回目）

スーパーシリコンルーフペイント

塗料用シンナーA

0.11

0.13
－ 2時間以上

7日以内

はけ

エアレス

5～15

5～15

現　

地
4 上塗り
（2回目）

スーパーシリコンルーフペイント

塗料用シンナーA

0.11

0.13
－ －

はけ

エアレス

5～15

5～15

〈トタン〉

・塗付量は、被塗物の形状や、素材・塗装方法・環境などによって、増減することがあります。

施
工
場
所

工　程
塗　料 塗付量

（㎏/㎡/回）
標準膜厚
（μ/回）

塗装間隔
（23℃）

塗装
方法

希釈率
（重量%）処　置

現　

地
1 素地

調整

(1)  高圧洗浄機等を用い水洗いを必ず行ってください。高圧水洗ができない場合は、水を流し
ながらデッキブラシ、ワイヤーブラシ等でゴミ、泥、コケなどを完全に取り除いて下さい。

(2) 古い塗膜のウキ、ハガレなどを完全にクレンし除去して下さい。
(3) 洗浄面は表面の水分が十分なくなるまで乾燥させて下さい。
　  （1日～2日間放置する）特に重なり部に水分がなくなるまで乾燥させて下さい。

現　

地
2 下塗り ヤネ強化プライマーEPO

0.20～
0.40　
0.25～
0.45　

－ 4時間以上
7日以内

はけ
ローラー
エアレス

0

0

現　

地
3 上塗り
（1回目）

スーパーシリコンルーフペイント

塗料用シンナーA

0.20

0.25
－ 2時間以上

7日以内

はけ
ローラー
エアレス

5～15

5～15

現　

地
4 上塗り
（2回目）

スーパーシリコンルーフペイント

塗料用シンナーA

0.20

0.25
－ －

はけ
ローラー
エアレス

5～15

5～15

現　

地
5 縁切り 上下の瓦が塗料で接着している箇所はスケラー等で縁切りを行なう。

（瓦の上下に隙間がないと結露水の通気が不可能であり素材の腐蝕につながる恐れがあります）

〈新生瓦〉

・塗付量は、被塗物の形状や、素材・塗装方法・環境などによって、増減することがあります。

施
工
場
所

工　程
塗　料 塗付量

（㎏/㎡/回）
標準膜厚
（μ/回）

塗装間隔
（23℃）

塗装
方法

希釈率
（重量%）処　置

現　

地
1 素地

調整

(1)  旧塗膜のチョーキング層、浮き、フクレ、風化層、汚れ、コケなどはワイヤーブラシ・
デッキブラシなどで入念に除去して下さい。

(2)  素地または旧塗膜の表面に付着している砂、ほこり、汚れなどは必ず高圧水洗浄機など
を用いて水洗いを行って下さい。 ※目安として高圧水洗時の洗浄水色落ちが無くなる状態まで行う。

(3) 素材表面の水分がなくなるまで十分に乾燥させて下さい。

現　

地
2 下塗り ヤネ強化プライマーEPO

0.20～
0.40　
0.25～
0.45　

－ 4時間以上
7日以内

はけ
ローラー
エアレス

0

0

現　

地
3 上塗り
（1回目）

スーパーシリコンルーフペイント

塗料用シンナーA

0.20

0.25
－ 2時間以上

7日以内

はけ
ローラー
エアレス

5～15

5～15

現　

地
4 上塗り
（2回目）

スーパーシリコンルーフペイント

塗料用シンナーA

0.20

0.25
－ －

はけ
ローラー
エアレス

5～15

5～15

〈セメント瓦〉※劣化度：小

・塗付量は、被塗物の形状や、素材・塗装方法・環境などによって、増減することがあります。
・洋風コンクリート瓦（モニエル瓦）へ適用する場合は別途ご相談下さい。

施
工
場
所

工　程
塗　料 塗付量

（㎏/㎡/回）
標準膜厚
（μ/回）

塗装間隔
（23℃）

塗装
方法

希釈率
（重量%）処　置

現　

地
1 素地

調整

(1)  旧塗膜のチョーキング層、浮き、フクレ、風化層、汚れ、コケ、などはワイヤーブラシ・
デッキブラシなどで入念に除去して下さい。

(2)  素地または旧塗膜の表面に付着している砂、ほこり、汚れなどは必ず高圧水洗浄機など
を用いて水洗いを行って下さい。 ※目安として高圧水洗時の洗浄水色落ちが無くなる状態まで行う。

(3) 素材表面の水分がなくなるまで十分に乾燥させて下さい。

現　

地
2 下塗り
（1回目） ヤネ強化プライマーEPO

0.20～
0.40　
0.25～
0.45　

－ 4時間以上
7日以内

はけ
ローラー
エアレス

0

0

現　

地
3 下塗り
（2回目）

アレスルーフフィラー

上水

0.30～
0.50　
0.50～
0.80　

－ 16時間以上
7日以内

はけ
ローラー
エアレス

0～5

0～10

現　

地
4 上塗り
（1回目）

スーパーシリコンルーフペイント

塗料用シンナーA

0.20

0.25
－ 2時間以上

7日以内

はけ
ローラー
エアレス

5～15

5～15

現　

地
5 上塗り
（2回目）

スーパーシリコンルーフペイント

塗料用シンナーA

0.20

0.25
－ －

はけ
ローラー
エアレス

5～15

5～15

・塗付量は、被塗物の形状や、素材・塗装方法・環境などによって、増減することがあります。
・洋風コンクリート瓦（モニエル瓦）へは適用できません。別途ご相談下さい。
・下地劣化度の判断は「セメント瓦甦

よみがえ
り工法」のカタログを御参照下さい。

・下地処理が充分に行える場合は工程2を省略することもできます。

〈セメント瓦〉※劣化度：中および大

標準塗り替え仕様

※製品改良のため仕様は予告なしに変更することもございますのでご諒承ください。 このカタログは再生紙を使用しております。 カタログNo.535
（06年06月06刷PPO）


